[bookmark: _Hlk86487139]新型コロナウイルス感染症対策チェックシート（ホール用:2022年11月18日～）
	使 用 日
	令和　　年　　　月　　　日（　　　）　　　　午前　・　午後　・　夜間

	使用場所
（最大収容人数）
	第1ホール（1,990人）　・　第2ホール（952人）　・　市民ホール（約400人）

	催し物名
	
	参加（予定）人数
（公演関係者含む）
	人　

	団体名
（主催者名）
	
	
	

	収容率
（上限）
	100％（大声※なし）　　・　　50％（大声あり）

	代表者名
	
	担当者名
	電話（　　　　　　）

	主催者所在地
	（都･道･府･県）
	その他
特記事項
	大声なしの場合は、大声なしと判断した理由や、大声を伴わない具体的な対策を記載してください。



・川商ホール（鹿児島市民文化ホール）のご利用にあたっては、以下の項目を遵守願います。
・イベント等の開始前にご記入いただき、事務室にご提出願います。
またイベント事後にホームページ等に掲載できない団体は、受付付近にこちらのチェックシートを掲出してください。（こちらのチェックシートはイベント終了後から、1年間保管してください）
・以下の項目が遵守できない場合、また、今後の感染状況によっては、施設管理者として、ホール等の使用許可を取り消すことがありますので、あらかじめご了承ください。
　（※）大声の定義を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」とし、これを　　　　　積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントは「大声あり」に該当します。
	項目
	確認事項
	チェック

	１．イベント参加者の感染対策
(1)感染防止策①イベント前の感染対策
②感染拡大対策




③ホール職員による巡回確認
	発熱等の症状のあるもののイベント参加の自粛の呼びかけを周知した。
・体制構築の上、検温・検査を実施する
	□

	
	・発熱等の症状があるものの参加自粛を促すことができる払戻措置等
（キャンセルポリシー）を整備した
	□

	
	・感染者発生時の対応について、公表方法や公演実施の基準等を事前に定めておく
・感染者が発生した旨の参加者への迅速な周知を行う
	□

	
	検温を励行し、平熱と比べて高い発熱がある場合や咳・喉の痛み・全身倦怠感・咽頭痛などの症状等に該当する場合には自宅待機等の対応をとる
	□

	
	施設の利用中にホール職員が巡回を実施する場合は、ホール職員を受け　入れるとともに、感染症対策に係る指示があった場合はこれに従う。
	□

	(2)感染経路に応じた感染対策
1 飛沫感染対策


	【大声なしの場合】…収容率100％
飛沫が発生するおそれのある行為を抑制するため、適切なマスク（品質の確かな、できれば不織布）の正しい着用や大声（※）を出さないことを　　　周知・徹底し、そうした行為をする者がいた場合には、個別に注意、退場処分等の措置を講じる。
（※）大声の定義を「観客等が、①通常よりも大きな声量で、②反復・継続的に声を発すること」とする。
	
□




(裏面あり)


	










2 エアロゾル感染対策
3 接触感染策






	【大声ありの場合】…収容率50％
「大声なしの場合」の「大声」を「常時大声を出す行為」と読み替える。
	□

	
	適切なマスク（不織布マスクを推奨｡以下同じ｡）の正しい着用を周知・徹底する（マスクを着用しない者や大声を出す者（大声なしの場合）に対する個別注意等の具体的方法を検討・実施する）
	□

	
	イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）におけるイベント参加者間の適切な距離を確保する（入場ゲートの増設､開場時間の前倒し､時間差･分散退場の実施、密集を回避するための人員配置や動線確保等の体制構築など行う）
	□

	
	休憩時間や入退場時にも会話の抑制を促し、密集が発生しないように対策を講じ、感染リスクが高まるような演出（声援を求める等）を控えさせる
	□

	
	機械換気による常時換気又は窓開け換気を行う（公演前後・休憩中に、扉の開放などにより会場内の換気を行う）。
	□

	
	イベント参加者によるこまめな手洗・手指消毒の徹底や、主催者側によるイベント会場（客席、入退場口など）の消毒を実施する
（アルコール等の手指消毒液の上記会場への設置、アナウンス等による手洗・手指消毒の呼びかけ、チケットもぎりがある場合の係員の適宜な手指消毒を行う）
	□

	
	
公演後の出待ちや面会等、公演関係者と来場者の接触は控えるよう周知する

	□

	
	【物販等がある場合】
物販に関わる関係者は、不織布マスクの着用に加え、必要に応じて手指消毒を行う
	□

	(3)その他の感染対策
飲食時の感染対策
	上記(2)「感染経路に応じた感染対策」と併せて、飲食時の感染対策（食事中以外のマスク着用、飲食に伴いマスクを外す際の会話自粛等）の徹底を周知する
	□

	２．出演者やスタッフの感染対策
	出演者やスタッフによる、練習時・本番等における上記(2)「感染経路に応じた感染対策」に加え、健康管理や必要に応じた検査等を実施する
・日常から行う出演者やスタッフの感染対策の実施として、出演者やスタッフの必要に応じた検査の実施、 発熱等の症状がある者は出演・練習を控える、 練習時やその前後の活動等における適切なマスクの正しい着用、出演者やスタッフの関係者間の適切な距離確保、換気等を行う
	□

	
	舞台と客席との適切な距離の確保など、出演者やスタッフから参加者に感染させないための対策を実施する
・本番及びその前後の活動における出演者やスタッフの感染対策（舞台上等でのマスク着用の有無などに応じた適切な距離の確保、換気、飲食を伴う際の適切な感染対策等）を実施する
・客席の最前列席は舞台上の発生等を伴う出演者から一定の距離(水平距離でおおむね２ｍ程度)を確保する
	□


上記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン（該当する業種において策定されている場合）を遵守し、問題が発生した場合（クラスター発生や感染防止策の不徹底等）には，県に結果報告書を提出してください。
